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１． 第５回 理事会 

 

 

[理事長報告] 

 

 

[資   料] 

 
１．桜保存基金の管理・運営 補正予算（案）               １－１～ ３ 

２．桜保存基金の管理・運営 事業報告（案）決算（案）               ２－１～ ４ 

３．会員並びに会員家族の交流事業の研究・実践 事業報告（案）決算（案）          ３－１～ ５ 

４．会員拡大の実践 事業報告(案)          ４－１～ ２ 

５．４月例会行事 事業報告（案）決算（案）     ５－１～ ４ 

６．５月例会行事 事業計画（案）予算（案）        ６－１～ ９ 

７．６月例会行事 事業計画（案）予算（案）     ７－１～ ９ 

８．次世代育成事業の調査・研究・実践 事業計画(案)予算(案)                      ８－１～ ６ 

 

 



 

 

２０１１年度（社）尾道青年会議所 

第５回  理事会 

日時：2011 年 5 月 6 日（水）19:00～ 

場所：尾道国際ホテル 

次    第 
１． 開   会 

２． 点   鐘 

３． JCI クリード唱和 

４． JC 宣言朗読並びに綱領唱和 

５． 出席者の確認 

６． 配布資料の確認 

７． 前回議事録の承認 

８． 議事録作成者並びに議事録署名人の指名 

９． 議題の確認 

１０． 理事長挨拶 

１１． 直前理事長挨拶 

１２． 理事長報告 

１３． 委員会報告 

１４． 審議事項 
第１号議案 桜保存基金の管理・運営 事業報告（案）決算（案）に関する件 
第２号議案 桜保存基金の管理・運営 事業報告（案）決算（案）に関する件 
第３号議案 会員並びに会員家族の交流事業の研究・実践 事業報告(案)決算(案)に関する件 
第４号議案 会員拡大の実践 事業報告(案)に関する件 
第５号議案 ４月例会行事 事業報告（案）決算（案）に関する件 
第６号議案 ５月例会行事 事業計画（案）予算（案）に関する件 
第７号議案 その他 

 
１５．協議事項 

第１号議案 ６月例会行事 事業計画（案）予算（案）について 
第２号議案 次世代育成事業の調査・研究・実践 事業計画(案)予算(案)について 

第３号議案 その他 

 

１５． 報告依頼事項 

１６． 連絡事項 

１７． 監事講評 

１８． 次回開催日の確認 

１９． 閉   会 

２０． 点   鐘 



理事長報告

4月9日 広島ブロック協議会　会員会議所 於： 竹原市　大広円
4月15日 ４月例会 於： 尾道国際ホテル
4月26日 第５回正副理事長会議 於： 事務局
4月30日 尾道市役所駐車場付近
5月1日 商工会議所駐車場付近
5月6日 第５回理事会 於： 尾道国際ホテル

事務局連絡

5月9日 ５月合同委員会 於： 公会堂別館
5月16日 ５月例会 於： 尾道国際ホテル
5月25日 第６回正副理事長会議 於： 事務局

上程締め切り　２２日１７：００まで
6月2日 ６月合同委員会 於： ベイタウン尾道
6月4日 しまなみ３ＪＣ　ブース出展 於： 今治市内
6月6日 第６回理事会 於： 尾道国際ホテル

尾道みなと祭り 於：



期間：201１年４月７日～５月２日

委員会名 日　時 場　所 議　　題

ブロック会員研修 4月7日 事務局 ４月例会について

実行委員会 4月13日 事務局 ４月例会について　ブロック会員研修について

4月20日 事務局 ４月例会について　ブロック会員研修について

夢のまち創造委員会

社会開発委員会 4月7日 事務局 みなと祭りについて

4月18日 事務局 みなと祭りについて

4月22日 事務局 みなと祭りについて 6月例会について

尾道経済活性化委員会 4月8日 やすもと 夏期講習について

次代の宝育成委員会 4月13日 尾道塩干 家族会・寺子屋・拡大について　

ＬＯＶＥしまなみ委員会 4月12日 事務局 ５月例会について　しまなみ３ＪＣについて

4月26日 ３０８号室 ５月例会・しまなみ３ＪＣ・拡大・みなと祭りについて

ＰＥＡＣＥおのみち委員会 4月7日 ３０８号室 みなと祭りについて４月例会（拡大）について

4月14日 ３０８号室 みなと祭りについて４月例会（拡大）について

4月25日 加度商 みなと祭りについて

委 員 会 報 告



（社）尾道青年会議所 補正予算（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：事務局・LOVEしまなみ委員会 

                                                       委員長名：高橋武也・河井 茂 

 

（１）議案名 桜保存基金の管理・運営 補正予算（案）に関する件 

 

（２）事業名 「ＭＥＲＲＹ ＦＯＲＥＳＴ ＰＲＯＪＥＣＴ」の支援 

 

（３）事業目的（趣旨）                           

ａ．（対外） 

ｂ．（対内）本事業に関し予算の審議可決後土壌調査の段階で当該場所に植樹をするには桜へ支   

       柱が必要であるということが判明しました。つきましては支柱分の予算を補正させ 

ていただきたいと思います。 

 

（４）事業内容 

        ａ．実施日時 ２０１１年 ３月２６日（日） 

        ｂ．場  所 向島運動公園・高見山 

        ｃ．予算総額  ￥１６６，２１５- （詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部  名    外部 未定 名     計   名 

（内部内訳： ） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 ＮＰＯ法人メリープロジェクト 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 高橋 武也          

       

（５）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

本事業はお話を頂いてから時間の余裕がなく、審議上程後の土壌調査により支柱が必要とのことに 

なりました。予備費内で超過分をまかなうことができなくなりました。補正予算を組むことで関係 

各所にご迷惑をおかけすることがないようにしたいと思います。 

 

（６）審議のポイント 

   補正予算の内容 

 

（７）会議での意見とその対応 

    

（８）他委員会への依頼事項等 

 

（９）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

見積もり（参考資料） 

 

 

理事会    ２０１１年 ５月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 当初予算 補正予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 100,000 166,215 -66,215
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
懇 親 会 収 入

販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

100,000 166,215 -66,215

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 92,715 166,215 -73,500
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 92,715 166,215 -73,500
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 7,285 0 7,285
100,000 166,215 7,285支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

「ＭＥＲＲＹ　ＦＯＲＥＳＴ　ＰＲＯＪＥＣＴ」の支援

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 当初予算額 補正予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 桜保存基金 100,000 166,215

100,000 166,215

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

企画演出費支出企画費支出 ソメイヨシノ（Ｈ＝２ｍ）20本 67,200 67,200 大信産業（株）

企画演出費支出企画費支出 土壌改良剤・肥料一式 25,515 25,515 大信産業（株）
企画演出費支出企画費支出 支柱費20本、＠3,675 0 73,500 大信産業（株）

92,715 166,215

0 0

0 0

0 0

0 0
参 加 記 念 品代 支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販 売 物 品 仕入 支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 7,285 0
100,000 166,215合　　計　　

収支予算明細書（案）

「ＭＥＲＲＹ　ＦＯＲＥＳＴ　ＰＲＯＪＥＣＴ」の支援

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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（社）尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 
 

審議事項 

                                                      委員会名：事務局・LOVEしまなみ委員会 

                                                      委員長名：高橋武也・河井 茂 

  

（１）議案名  桜保存基金の管理・運営 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 

（２）事業名  「ＭＥＲＲＹ ＦＯＲＥＳＴ ＰＲＯＪＥＣＴ」の支援 

 

（３）事業目的（趣旨） 

ａ．（対外）昨年１２月国連において２０１１年から２０２０年までを「生物多様性の１０年」   

      とする決議がなされました。この度「生物多様性の１０年」パートナーシッププロ 

ジェクトとして展開されている「ＭＥＲＲＹ ＦＯＲＥＳＴ ＰＲＯＪＥＣＴ」に 

協力し桜を植樹することで「尾道」並びに「尾道の桜」を広くＰＲができると考え

ます。 

ｂ．（対内）本プロジェクトによって「桜保存基金」のＰＲ効果も得られると考えます。 

 

（４）実施日時  ２０１１年３月２６日（土） 

 

（５）場  所  向島運動公園・高見山 

 

（６）参加人員   内部２６名   外部３４名     計６０名 

              

（７）外部協力者 ＮＰＯ法人メリープロジェクト 

 

（８）事業の目的は達したか？ 

対外：桜の植樹や山歩きを通じ、尾道外の方に尾道の桜及び尾道の景観を楽しんでいただきＰＲ 

することができたと思います。 

向島運動公園へたくさんの桜を植樹することができ、今後この木が成長すれば新たな桜の 

名所にもなることと思います。 

   対内：参加された方への桜保存基金のＰＲとともにメリープロジェクト様のホームページを通じ 

      対外的にもＰＲができたと思います。 

 

（９）実施上の問題点 

    当日はメリープロジェクト本部の方が震災の影響で来られませんでした。そのため全体の流れを 

把握している人がおらず、設営上困惑する場面もありました。今回の事業は過去のものと違い 

外部組織の事業にＪＣが乗る形のものでした。ＪＣのやりたいこと先方組織が求めていることは

事前にしっかりすり合わせをしておく必要を感じました。 

 

（１０）次年度への引継事項 

本プロジェクトに関しては来年開催されることはありませんが、青年会議所のことを全く知らな
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い他組織と一緒に事業をする際はしっかりお互いにニーズを確認しておくことが大事です。 

 

（１１）委員長所見 

この度は急な事業計画にも関わらず多くの方にご参加いただき、ありがとうございました。問題

点や引継事項でも述べましたがＪＣをよく知らない団体と一緒に事業を行うことの難しさを感

じました。しかし市外の方をお招きし尾道を知ってもらうことは出来ました。またメリープロジ

ェクト様のホームページで活動をご紹介いただいたりリンクを貼って頂いたりしたことで一定

のＰＲも出来たと思います。 

 

（１２）添付資料 

事業収支計算書（案） 

収支計算明細書（案） 

 

 

理事会 ２０１１年 ５月 ６日 

2-2



事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 166,215 166,215 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業予 備費 繰入 収入 0
登 録 料 収 入 0
懇 親 会 収 入

販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入
0

民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入
0

民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

166,215 166,215 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 166,215 166,215 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 166,215 166,215 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

166,215 166,215

●余剰金  0

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出

事業収支計算書（案）

「ＭＥＲＲＹ　ＦＯＲＥＳＴ　ＰＲＯＪＥＣＴ」の支援

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

0

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 桜保存基金 166,215 166,215 0

0

0

0

0

166,215 166,215 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

企画演出費支出 企画費支出 ソメイヨシノ（Ｈ＝２ｍ）20本 67,200 67,200 0 大信産業（株）

企画演出費支出 企画費支出 土壌改良剤・肥料一式 25,515 25,515 0 大信産業（株）

企画演出費支出 企画費支出 支柱費20本、＠3,675 73,500 73,500 0 大信産業（株）

0

0

0

0

166,215 166,215 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

0

166,215 166,215

収支計算明細書(案)

「ＭＥＲＲＹ　ＦＯＲＥＳＴ　ＰＲＯＪＥＣＴ」の支援

合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

  余 　　　剰　 　　金　　　
支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出
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（社）尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案）

審議事項

委員会名：次代の宝育成委員会

委員長名：西本 周一郎

（１）議案名 会員並びに会員家族の交流事業の研究・実践 事業報告（案）決算（案）に関する件

（２）事業名 家族会 テーマ「家族みんなで遊びに行こう！」

（３）事業目的（趣旨）

ａ．（対外）

ｂ．（対内）

青年会議所のメンバーは、40歳で卒業をする団体であります。入会年度は皆違いますが卒業

するまでに顔は分かるが一言も話した事がないメンバーも沢山いると思います。卒業予定者に

おかれましては新入会員のメンバーとの触合いは1年しかございません。

現在、（社）尾道青年会議所の家族構成はかなり若返っており、小学生以下の子供が70％と

圧倒的に多い構成となっております。今まで乳幼児・幼児がおられて参加しづらい家族でも多

数参加できるように、安全性と利便性を最優先に考え、近場で気軽に遊びに行く気分で、会員・

家族皆でボウリング・スポーツ・レクレーションを通じて心から楽しみ、たくさんの方々と交

流・親睦を図って頂く事により、今後さらなる（社）尾道青年会議所活動の発展に生かして頂

ければと思っております。

（４）実施日時 ２０１１年４月３日（日）９：３０～１６：００

（５）場 所 福山市柳津町１-４-１０ 松永ベイボウル

福山市金江町藁江６１９－２ 広島県立福山少年自然の家

（６）参加人員 内部４５名 外部５５名 計１００名

（内部内訳：配偶者１５名 子供４歳以上２７名 ４歳未満１３名）

（７）外部協力者

（８）事業の目的は達したか？

本年度の家族会は、（社）尾道青年会議所のメンバーが会員並びに会員家族との交流を図る

為、現在の会員家族構成データーを再分析し、７歳以下の子供が70％いる事を考慮し、配偶者・

幼児・乳幼児も気軽に参加出来るように、安全性と利便性を重要視してテーマ「家族みんなで

遊びに行こう！」のもと、ボウリング・てっぱん焼・スポーツ活動等行いました。

環境を配慮した結果、参加者は報告の通り４歳以下の幼児・乳幼児が多く、中にはベビーカ

ーを持参した家族もいました。事業内容のボウリングに関して、会員・家族皆、久々にボウリ

ングをする方々が多く、また子供と一緒にするのは初体験という家族もいて、たいへん盛り上
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がり、すばらしい笑顔が飛び交ったのではないかと思います。またチーム分けも、独身者と既

婚者家族を交わらせる事により、今まで以上にメンバー同士の団結心や人間関係が深くなった

と思います。

広島県立福山少年自然の家にて、昼食はてっぱん焼・午後からスポーツ活動を行い、少し肌

寒い天候でしたが、アルコール類を禁止した結果、会員・家族皆が今までと違った感じでリラ

ックスし、普通に子供たち触れ合い交流できたと思います。

現役会員・家族が一体となり、交流を深めることで今後の事業にもより一層のご理解とご協力

を頂けると思います。社団法人としては、家族間の親睦もまちづくりの一環であるのではない

かと考えます。

（９）実施上の問題点

今回の家族会の実施時期が４月初旬という事で、もう少し暖かいと思っていましたが、当日の

天気は屋外に関し風が強く肌寒かったので、必要事項の中にジャンパー持参という配慮がたりな

かったと思います。特に乳幼児・幼児が参加される場合は、毛布等の準備も必要だったと反省し

ております。

（１０）次年度への引継事項

実施日程に関しては、３月下旬～４月初旬にかけて尾道教育委員会の年間行事が発表される前

で、春休みと学校行事がないので、参加人数は確保できると思います。事業内容にもよりますが、

屋外での開催であれば三寒四温の季節なので、必要持参事項をしっかり考慮する事が大事だと思

います。

あと、青年会議所メンバー内の交流の場所なで、登録費のみでの運営も考慮する必要があると

考えます。

（１１）委員長所見

今回の家族会で、昭和生まれのメンバーでは当たり前に経験できたボウリングですが、次代の

流れか今では近隣で経験できる場所は松永ベイボウルしかございません。久々に会員・家族皆で

経験できたことに、懐かしさ・楽しさが蘇ってきたのではないかと思います。子供たちにおいて

は初めて経験する体験と、我々のボウリング全盛期の歴史が伝えられることにより、ボウリング

の対してのインパクトがすごく強いものになったと思います。

あと会員一家族一家族が妻、子供を支えあい協力する姿が当たり前のように出来たのは、今回

のボウリングだったから可能だったのではないかと思います。

昼食・スポーツ活動におきましては、この度開催施設が青少年の教育の場所ということもあり

まして、アルコール類禁止とさせていただきました。皆様にご協力して頂いた事で、逆により一

層の親睦が得られたのではないかと思います。あと理事長を始め委員長の皆様、豪華な食材の差

し入れ本当に有難うございました。

無事に事故・怪我無くスムーズに終ることが出来たのも、ご参加頂きました皆様のおかげです。

本当にありがとうございました。

（１２）添付資料
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事業収支計算書（案）

収支計算明細書（案）

理事会 ２０１１年 ５月 ９日
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業予 備費 繰入 収入 10,000 10,000 0
登 録 料 収 入 656,200 279,950 376,250
懇 親 会 収 入

販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入
0

民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入
0

民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

666,200 289,950 376,250

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 258,100 110,400 147,700
設 営 費 支 出 51,000 24,800 26,200
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 309,100 135,200 173,900
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 309,100 135,200 173,900
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 4,110 4,110 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 4,110 4,110 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 328,800 139,550
ア ト ラク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 328,800 139,550 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 23,100 10,600 12,500
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

490
665,110 289,950

●余剰金  490

0

100

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

事業収支計算書（案）

家族会テーマ「家族みんなで遊びに行こう！

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出

3-4



事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業予備費繰入収入 10,000 10,000 0

登録料収入 ３４００円×４５名 292,400 153,000 139,400 正会員

３４００円×１５名 200,600 51,000 149,600 配偶者

２５００円×２７名 125,000 67,500 57,500 ４歳以上の子供

６５０円×１３名 18,200 8,450 9,750 ４歳未満の子供

646,200 289,950 356,250

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 会場費支出 大人1300円×６０名 188,500 78,000 110,500 松永ベイボウル

子供1200円×２７名 69,600 32,400 37,200 松永ベイボウル

設営費支出 バーベキュウー備品200円×１００名 46,200 20,000 26,200 尾道第一団

バーベキュウー炭代 4,800 4,800 0 広島県立福山少年自然の家

0

0

0

309,100 135,200 173,900

懇親会費支出 飲食費支出 大人1800円×６０名 261,000 108,000 153,000 やすもと

子供（4歳以上）1000円×２７名 58,000 27,000 31,000 やすもと

子供（4歳未満）350円×１３名 9,800 4,550 5,250 やすもと

0

0

0

0

328,800 139,550 189,250

資料作成費支出 作成費支出 しおり 4,110 4,110 0 事務局

0

0

0

0

0

0

4,110 4,110 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 レクレーション保険 23,100 10,600 12,500 ラブワン
通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

490

665,110 289,950

  余 　　　剰　 　　金　　　
支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

収支計算明細書(案)

家族会テーマ「家族みんなで遊びにいこう！」

合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出
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（社）尾道青年会議所 事業報告（案）

審議事項

委員会名：拡大推進会議

委員長名： 高橋 武也

（１）議案名 会員拡大の実践に関する件

（２）事業名 全員拡大「必達！２００％例会」

（３）事業目的（趣旨）

ａ．（対外）ｂ．（対内）

２０１１年度（社）尾道青年会議所は例年とは違い拡大担当委員会が無く、委員会ごとに拡大

を推進していく文字通り「全員拡大」を掲げています。しかし担当委員会が無いことで拡大推進

の機運が盛り上がりにくいこと、また推進の手法をどうしてよいか分からなくなることも考えら

れます。そこで拡大候補者入会までの足がかりとして、候補者に例会へ来て、体験していただき

たいと思います。メンバーが一人ずつ候補者を例会に招くことで２００％例会を達成したいと考

えます。

（４）実施日時 ２０１１年 ４月１５日（金）

（５）場 所 尾道国際ホテル

（６）参加人員 内部８５名 外部６７名 計１５２名

（内部内訳：）

（７）外部協力者

（８）事業の目的は達したか？

２００％出席という点においては叶いませんでした。しかし、多くの外部の方に例会へご出席いた

だくために各委員会で動いていただき、新規の拡大情報につなげることはできたと思います。また

全員拡大の機運を高めることもできたと思います。

尾道ＪＣの活動の理解を外部の方に深めていただけたことは意義深いものになったと思います。

（９）実施上の問題点

例会担当委員会と200％担当会議体との2系統で準備を進めたためそれぞれでの役割分担を決め

るのが難しく感じました。合同での委員会を早めに何度か持つことが必要であったと思います。

（１０）次年度への引継事項

今回の試みは尾道ＪＣでは初めてのことでした。結果２００％は達成できませんでしたが、毎年

続けることで会員拡大への効果はあると感じました。

（１１）委員長所見

ojc
テキストボックス
4-1
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各委員会の皆さまにはご尽力いただき本当にありがとうございました。本年度は拡大担当委員会

がない中でどういう手法をとるべきか考えた結果このような事業を計画しました。一定の情報収

集効果とＰＲ効果は得られたと安心しております。しかしこれが入会に繋がらなければ全く意味

がありません。この例会をきっかけとして更なる拡大へのご協力をよろしくお願い致します。

（１２）添付資料

例会オブザーバー名簿（回覧資料）

理事会 ２０１１年 ５月 ６日

ojc
テキストボックス
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.（社）尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 
 

審議事項 

                                                      委員会名：ブロック会員研修実行委員会 

                                                      副実行委員長名： 黒飛 元晴 

  

（１）議案名   ４月例会行事  事業報告（案）決算（案）に関する件 

 

（２）事業名   ４月例会行事  テ－マ「～夢は逃げない～逃げるのは自分」 

 

（３）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外）ｂ．（対内） 

会員の研修に一番必要なもっとも根本的な事は何だろうか？と考えたときやはりやる気が

一番大変重要だと思います。昨今の未曾有の不景気の中我々青年会議所メンバ－は日々活

動しています。その様な厳しい時代の中、なぜ我々は活動しているのだろうか？目的は一

言で言えばまちづくりの為であると同時に、ＪＣの三信条「奉仕・修練・友情」の基お互

い切磋琢磨し自分自身の向上及び成長の為であります。 

尾道青年会議所活動を通じた経験が、我がまち「尾道」のまちづくりに貢献するもので

あると同時に、自分自身の会社・家庭においても大きく役立つと思います。 

そこで、講師に 株式会社 笑おう！！ 日本！ 代表取締役 的場 亮先生 をお呼びし

「～夢は逃げない～逃げるのは自分」と題してご講演頂きます。的場亮先生には、自身の

経験談も交えながら様々な出会いによって起こる自分自身の成長や夢を持ち続ける大切さ

について講演頂くことで、会員一人ひとりのまちづくりのヒントになると考えます。 

今例会では本年度拡大候補者も同時に講演をお聞き頂きます。われわれ青年会議所の活

動を体験して頂くと同時にモチベ－ションを上げて頂きわれわれ団体の発信にも繋がる事

が出来ると考えます。 

 

 

（４）実施日時  ２０１１年 ４月１５ 日（金） １９：２０～２０：５０ 

 

（５）場  所  尾道国際ホテル 

 

（６）参加人員   内部 ８５ 名     外部 ６７ 名     計 １５２ 名 

              

（７）外部協力者 株式会社 笑おう！！日本！ 代表取締役 的場 亮氏 

 

（８）事業の目的は達したか？ 

         ２０１０年代の活動指針にもあり手塚理事長の所信にもあるイノベ－ションを起す 

        為に的場亮先生のご講演は、会員全員のモチベ－ションアップに繋がり事業目的は、達

成出来たと考えます。モチベ－ションを上げることで、ますます尾道のまちづくりにも

貢献できると思います。また、多くの拡大候補者の方にモチベ－ションを上げて頂き青

年会議所の発信にも繋がったと考えます。 
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（９）実施上の問題点 

         講演時間が、延長となりました。講師の先生との打ち合わせで８０分でお願いしまし

た、講師の先生も了承を頂いていましたが、結果延長となり申し訳ございませんでした。

また、メンバ－よりもう少し講演を聞きたかったとの声も上がりました。結果論となり

ますが、講演時間を延長する方向で検討する必要がありました。 

 

（１０）次年度への引継事項 

         講演時間が、延長となりました。講師の先生との打ち合わせは、一度はお会いし十分

に話し合う事が重要です。また、講師の方が遠方の場合、その後はメ－ルや電話等の打

ち合わせが多くなると思いますが、講演内容だけでなく、時間の部分もしっかりお願い

する必要がありました。また、的場先生より最後の映像を頂いています。今後、新入会

ガイダンスなど青年会議所の発信に活用して頂きたいと思います。その際、著作権等の

問題も生じる可能性があるとの事なので事務局にて保存・管理して頂き外部に流出しな

いようにお願いいたします。 

          

（１１）副実行委員長所見 

         手塚理事長の所信にもあり昨年度作成した２０１０年代の活動指針にもあるイノベ

－ションを起すには、モチベ－ションアップが必要と考えました。昨年度作り上げた 

        指針に向かってまず一年目と言う事で会員全員の士気を高めたいと思いました。的場先

生の講演を聞いて頂きモチベ－ションは上がったと思います。今後もモチベーションを

維持して頂き活動指針に向かって行って頂きたいと思います。また、新入会員候補者の

方からも我々団体に興味をもたれた方もあり同時にモチベ－ションを上げて頂く事が

出来ました。４月例会をきっかけに会員拡大に繋がると思いました。また、多くの会員

のメンバ－にご参加頂き有難うございます。そして、多くの拡大対象者の方にご参加頂

きました。委員長、副委員長はじめ全メンバ－のご協力のお陰です。本当に有難う御座

いました。 

         

     

（１２）添付資料 

事業収支計算書（案） 

収支計算明細書（案） 

 

 

理事会 ２０１１年 ５月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 60,000 60,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業予 備費 繰入 収入 200,000 200,000 0
登 録 料 収 入 0
懇 親 会 収 入

販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入
0

民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入
0

民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

260,000 260,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 7,000 7,000 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 7,000 7,000 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 130 0 -130
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 240,000 240,000 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 240,130 240,000 -130
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 100 100 0

小　計 100 100 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 0 840 -840
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

12,060
260,000 260,000

●余剰金  12,060

12,770

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

事業収支計算書（案）

４月例会行事～夢は逃げない～逃げるのは自分

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出
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事業名 ４月例会行事～夢は逃げない～逃げるのは自分

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

一般会計繰入収入 事業費繰入収入 60,000 60,000 60,000

一般会計繰入収入事業予備費繰入収入 200,000 200,000

0

0

260,000 260,000 60,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 設営費支出 看板代 7,000 7,000 0 （有）メディアジャンクション

0

0

0

0

0

0

7,000 7,000 0

講師関係費支出 食事代支出 食事代 130 0 -130 尾道国際ホテル

諸謝金支出 講師謝礼金・交通費・宿泊代込み 240,000 240,000 0 株式会社笑おう！！日本！

0

0

0

0

0

240,130 240,000 -130

資料作成費支出 作成費支出 講師プロフィ－ル１円×100 100 100 0 事務局

0

0

0

0

0

0

100 100 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 謝礼金振込み手数料 0 840 ▲ 840 広島銀行尾道支店

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出

12,770

12,060

260,000 260,000

  余 　　　剰　 　　金　　　
支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

収支計算明細書(案)

合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出
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（社）尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：ＬＯＶＥしまなみ委員会 

                                                       委員長名：河井 茂 

 

（１）議案名  ５月例会行事 事業計画（案）予算（案）について 

 

（２）事業名  ５月例会行事 テーマ「瀬戸内の明日～在るものを活かし無いものを創る～」 

 

（３）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内） 

 しまなみ海道は全国的にもサイクリングなど知名度の高いスポットとして認知されてきておりますが、

しまなみ海道の新たな魅力を「芸術・アート」の観点から掘り起こし、発信して行けたらと考えておりま

す。しまなみ海道沿線には、実に多くの美術館が存在し、また生口島を中心に、「島ごと美術館」構想と

いうものも展開されています。しかし「芸術・アート」という分野がしまなみ海道の魅力としてしっかり

と発信されているか、ということを調査して行く中で、しまなみ沿線の美術館の来場者数は年々減少して

おり、リピーターが少なく、経営も厳しいという事実を知りました。芸術・アートの分野を新たな魅力と

して発信できないか、ということについて研究を進める中で、ベネッセコーポレションが展開している 

べネッセアートサイト直島のプロジェクトに辿り着きました。直島のプロジェクトは全国にも浸透してお

り、年間の来場者数も３０万人にのぼるということです。この直島の魅力というものを研究し、しまなみ

海道の新たな魅力の発信に繋げることができればと考えております。そこで５月例会では、直島のプロジ

ェクトの活動を推進されています、金代健次郎氏をお招きし、直島の事例をご講演いただくことにより、

しまなみ海道の新たな魅力を発信するために、新しい視点からのまちづくりを考える一助となると考えま

す。 

 

 

（４）事業内容 

        ａ．実施日時 ２０１１年 ５月 １６日（月） 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額  ￥６０、０００―（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部８６名     外部 １名     計 ８７名 

（内部内訳：金代 健次郎氏） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 金代 健次郎氏  

        ｇ．実施組織・推進リーダー ＬＯＶＥしまなみ委員会 委員 辻 健志 

        ｈ．実施手順・プログラム 

      ２０１１年 ３月２８日（月）第４回正副理事長会議 協議 

            ４月 ６日（水）第４回理事会     協議 

            ４月２６日（火）第５回正副理事長会議 審議 

            ５月 ６日（金）第５回理事会     審議 

            ５月１６日（月）５月例会       実施 
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（５）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

   本例会では、しまなみ海道の新たな魅力の発信として「芸術・アート」を通じて、在るものを

活かして無いものを創る」という概念のもと、この瀬戸内とともに響きあう創造の場となれば

と考えます。 

  

 

（６）審議のポイント 

    内容・予算について 

     

 

（７）会議での意見とその対応 

   意見）講演内容を詳しく教えてほしい 

対応）参考資料を添付しおります。 

 

意見）公開例会にしないのか 

対応）しまなみ海道沿いに関わる各諸団体に講演を聞いていただくことは 

   大変意義のあることだと思いますのでお声がけさせていただきます。 

 

 

（８）他委員会への依頼事項等 

    委員会メンバーの皆様にご出席いただけますよう、委員長及び副委員長の皆様には 

    周知徹底を宜しくお願い致します。また委員会メンバーの皆様に直島のホームページ 

    を例会までに見ておいていただけますようお願い申し上げます。 

 

 

 

（９）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

５月例会行事タイムスケジュール（案） 

５月例会会場レイアウト（案） 

講師プロフィール（参考資料） 

講演内容（参考資料） 

 

理事会２０１１年 ５月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 60,000 -60,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
懇 親 会 収 入

販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 60,000 -60,000

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 7,000 -7,000
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 7,000 -7,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 157 -157
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 10,000 -10,000

小　計 0 17,157 -17,157
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 42,843 -42,843
0 60,000 -67,000支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

月例会行事　テーマ｢瀬戸内の明日～在るものを活かし無いものを創る～

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 60,000

60,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出設営費支出 例会看板 7,000 (有)メディアジャンクション

7,000

講師関係費支出記念品代支出 ネクタイ 10,000 福屋

講師関係費支出食事代支出 食事代 157 尾道国際ホテル

10,157

0

0

0
参 加 記 念 品代 支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販 売 物 品 仕入 支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 42,843
60,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

５月例会行事　テーマ「在るものを活かし無いものを創る～」

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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５月例会行事 タイムスケジュール（案） 

 
日時：２０１１年５月１６日（月） 

１９：２５～２０：５０ 

場所：尾道国際ホテル 

 

 

 

 

１９：２５        例会行事開始 

 

１９：２５～１９：３０  委員長趣旨説明 

 

１９：３０～２０：４０  金代健次郎氏ご講演（７０分） 

 

２０：４０～２０：４７  質疑応答（７分） 

 

２０：４７～２０：５０  副理事長謝辞（３分） 

 

２０：５０        講師退場 

 

２０：５０        例会行事終了 
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　２０１１年度　　５月例会会場レイアウト（案）

PA
スクリーン １人

講師席

司会

司会者

PPT

PA

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
席

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
し
ま
な
み

6-6



 

 

５月例会行事 講師プロフィール 

 

金代健次郎 氏 

 

 

 

・ 昭和２４年生まれ 

・ 千葉大学人文学部卒業 

・ 昭和４８年（株）福武書店（現：（株）ベネッセコーポレーション）入社 

・ 平成 ３年 人事担当取締役就任 

 

 

 

現在は・・・ 

・ ベネッセアートサイト直島 副代表 

・ 財団法人直島福武美術館財団 事務局長 

・ 財団法人文化・芸術による福武地域振興財団 事務局長 

・ 株式会社直島文化村 顧問 

6-7



５月例会行事 講演内容 

 

 

 

ベネッセアートサイト直島プロジェクトのきっかけ 

（直島プロジェクトを起こしたきっかけ） 

 

 

在るものを活かして無いもの創るという概念について 

（家プロジェクト等を例に） 

 

 

直島プロジェクトを実施するにあたっての取り組み 

（ベネッセと島民との協力） 

 

 

瀬戸内全域をアートで結ぶ 

（瀬戸内国際芸術祭２０１０を例に） 

 

 

しまなみ海道の新たな魅力「芸術・アート」を発信するために、青年会議所をはじめ 

とする諸団体、しまなみ海道沿線の住民にできる事とは？ 
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２０１１年度（社）尾道青年会議所 

５月例会 次第（案） 

 
日時：２０１１年 ５月１６日(月) 

１９：００～２１：００ 

場所：尾道国際ホテル         

 

１.  開 会                    １９：００ 

２．  点 鐘                                          

３．  国歌並びに JC ソング斉唱                         

４． ＪＣＩクリード唱和                               

５． ＪＣ宣言朗読並びに綱領唱和                           

６． 講師入場                                        １９：１０ 

７． 理事長挨拶                                  １９：１３ 

８． 広島ブロック協議会 会長挨拶              １９：１８ 

９． 紹介事項                         １９：２３  

１０．  例会行事          １９：２５ 

１１． 講師退場       ２０：５０         

１２．  報告・連絡事項                 ２０：５０ 

（書面にて報告） 

１３． 直前理事長総評                  ２０：５５ 

１４. 閉 会 

１５.  点 鐘                                       ２１：００ 
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（社）尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

協議 事項 

                                                        委員会名：社会開発委員会 

                                                       委員長名：檀上 貴晴 

 

（１）議案名 ６月例会行事 事業計画（案） 予算（案）について 

 

（２）事業名 ６月例会行事 テーマ「百聞は一見に如かず、百見は一試に如かず」 

 

（３）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内） 

  我々は、過去の代表的な事業として、「三体回し」の復活など、祭りをまちづくりの一環として捉

え、企画・運営・協力といった形で深く携わってきました。 

しかし、ここ近年、尾道市の中心居住地は旧市街地から離れ、私達メンバーの大半は神輿文化を身

近で感じることなく現在に至ります。加え、残念ながら一般的な生活の中で、神輿文化に直接触れる

機会を要しておりません。唯一の機会は、大祭当日ですが、神輿文化に触れることは出来ても、神輿

を担ぐという実体験においては、知識を持って参加しなければ、大きな事故を招く恐れもあり、機会

に恵まれていないのが現状です。 

私達自身が、神輿文化に直接触れ、さらに実際に神輿を担ぐという体験をした上で、しっかりと本

質を見極め、尾道の神輿文化に真摯に向き合い活動していくことが、「真のまちづくり」に必ず繋が

ると確信しております。 

そこで、６月例会では、亀山八幡宮総代会より本物の神輿をご用意頂き、一宮神社青年部のご指導

を仰ぎ、実際に担ぎ、練り歩き、神輿を体験していただきたいと考えております。 

 

（４）事業内容 

        ａ．実施日時 ２０１１年 ６月１６日（木） 

        ｂ．場  所 尾道産業会館並びにベイタウン尾道周辺 

        ｃ．予算総額  ￥１１００００（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部 ８６名     外部 １５名     計 １０１名 

（内部内訳：一宮神社青年部１５名） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 一宮神社青年部 亀山八幡宮総代会 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 社会開発委員会  委員 槙原 勝 

                           委員 村上 成司 

        ｈ．実施手順・プログラム 

      ２０１１年  ４月２６日（火）  第５回正副理事長会議      協議 

                        ５月  ６日（金）  第５回理事会              協議 

                        ５月  日（ ）  第６回正副理事長会議      審議 

                        ６月  ６日（月）  第６回理事会              審議 

                        ６月１６日（木） ６月例会行事       実施 
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（５）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

   例会開始時(セレモニー開始時)より、ＪＣハッピ、三体まわし用の衣装（女性メンバーは運動

のできる服装）で参加していただき、臨場感ある祭り当日を再現、さらには実際に神輿を担ぎ練

り歩く体験をしていただきます。 

この例会行事での実体験が、メンバーにとって今まで以上に祭りを知るきっかけとなり、また、

神輿をメンバーだけで担ぐことにより、団結力がさらに高まると確信しております。 

※女性メンバーも神輿を担いでいただけます 

 

（６）審議・協議のポイント 

    内容、予算について 

 

（７）会議での意見とその対応 

   意見） 縄の掛け直しが必要ではないか？ 

対応） 切れている、または抜けている等の状態でなければ、当日の調整で問題ない（一宮青年部

に確認済み） 

 

   意見） ＪＣハッピは痛くないか？ 

対応） 痛くない（一宮青年部に確認済み） 

 

   意見） 豆絞りの着用並びにその場合の入手方法？ 

対応） 豆絞りは着用します。また、豆絞りは亀山八幡宮総代会よりお借りいたします。 

 

   意見） 十字路での警備体制は十分か？ 

対応） ２箇所の十字路において、４名に警備にあたらせます。また夜間の為、誘導棒(誘導灯)を

警備担当者全員が各自使用します。 

 

   意見） 対人対物の賠償責任保険の加入はできないのか？ 

対応） 神輿の場合の対人対物賠償責任保険については、保険会社の引き受け禁止の区分に入って

いる為、加入できません。細心の注意を払い、事業を行います。また、メンバーへの事故に

対する注意を皆様からも周知徹底いただけますようお願致します。 

 

意見） 自損の賠償責任保険の加入はできないのか？ 

対応） 修理費用が1000万円までの保証の場合、25万円の費用が発生しますが、亀山八幡宮総代会

より、思いっきり楽しんで練習してもらいたい、万一、破損した場合には、亀山八幡宮総代

会が費用負担をいただけると、温かいお約束をいただいております。 

    つきましては、当方での保険の加入は見送ります。 

 

意見） 拡大候補生並びにＯＢ会員の参加について？ 

対応） 拡大申込書の締め切り直前の例会行事ですので、多くの候補生をお誘いいただきたく考え

ております。また、ＯＢ会員につきましても、大祭では、ＪＣ ＯＢとして参加をいただい

ております。候補生と共に、多くのＯＢ会員をお誘いいただきたく考えております。 

ただし、指導にあたられる一宮青年部も祭りの衣装を着用されますので、候補生、ＯＢの

皆様も、例外なくＪＣメンバーと同様の衣装で参加いただきます。お誘いされる際には、必 

ず案内の徹底をお願致します。 

お持ちでない方は、ご自身でご購入いただくか、お誘いされる方が用意して下さい。 
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（８）他委員会への依頼事項等 

例会開始時より、ＪＣハッピ、白Ｔシャツまたはさらし、白短パン、白足袋にて参加頂くため、

着替えの必要なメンバーは時間に余裕を持って集合下さい。また、各委員会にて、メンバーに衣

装の有無を確認頂き、持っていないメンバーには購入を促してください。尚、遅刻者は、着替え

後、参加をお願致します。 

※衣装購入についての不明点、詳細は推進リーダー村上成司まで個別に問合わせ下さい。 

 

雨天決行いたしますが、一宮神社青年部が、安全が確保できないと判断した場合は、未使用ス

ペースを利用し、室内にて行います。雨天時は各自でバスタオルなどご用意下さい。 

 

屋外での神輿運行の為、通常使用いただいている駐車場スペースを規制させていただき、臨時

駐車場スペースを確保しております。ご注意下さい。 

 

服装、駐車場の変更、及び事故に対して細心の注意を払っていただきますよう、メンバーの皆

様への周知徹底と、一人でも多くメンバーの出席をお願致します。 

 

（９）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

神輿運行、警備配置、並びに駐車場案内図（案） 

６月例会行事タイムスケジュール（案） 

６月例会会場図（案） 

レクレーション保険見積書（参考資料） 

 

 

理事会 ２０１１年 ５月 ６日 

7-3



事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 60,000 -60,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 50,000 -50,000
登 録 料 収 入 0
懇 親 会 収 入

販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 110,000 -110,000

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 4,949 -4,949
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 7,000 -7,000
運 送 費 支 出 10,000 -10,000
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 21,949 -21,949
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 25,250 -25,250
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 25,250 -25,250
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 15,000 -15,000
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 10,000 -10,000
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 25,000 -25,000
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 25,347 -25,347
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 12,454 -12,454
0 110,000 -110,000

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

例会行事　テーマ「百聞は一見に如かず、百見は一試に如か

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 60,000

事業予備費繰入収入 50,000

110,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出食事代支出 お茶101本　＠49円 4,949 エブリィ

設営費支出 例会看板作成費 7,000 有）メディアジャンクション

運送費支出 神輿運送用ユニック 10,000 有）中浜自動車

21,949

講師関係費支出食事代支出 弁当15個　＠1000円 15,000 有）やすもと

諸謝金支出 謝礼 10,000 亀山八幡宮総代会

25,000

企画演出費支出演出費支出 JCﾊｯﾋﾟｸﾘｰﾆﾝｸﾞ代　101枚＠250 25,250 塩飽クリーニング

25,250

0

0
参 加 記 念 品代 支出

保 険 料 支 出 傷害保険 25,347 有）マキハラ
通 信 費 支 出

販 売 物 品 仕入 支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 12,454
110,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

６月例会行事　テーマ「百聞は一見に如かず、百見は一試に如かず

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

7-5



1/1- - NAVI

7-6



６月例会行事   タイムスケジュール（案） 

 

日時：２０１１年 ６月１６日(木)  

 １９：２０～２０：５０ 

場所：尾道産業会館並びに 

尾道ベイタウン周辺 

 

 

 

１９：２０ 例会行事開始 

 
１９：２０～１９：２３       委員長趣旨説明 ３分 

 
１９：２３～１９：４５       担ぎ方実演説明 ２３分 

 
１９：４５～２０：４５       神輿運行 ６０分 

 
２０：４５～２０：４８       副理事長謝辞 ３分 

 
２０：４８～２０：５０       講師退場 ２分 

 
２０：５０ 例会行事終了 
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（社）尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

協議 事項 

                                                           委員会名：次代の宝育成委員会 

                                                          委員長名：西本 周一郎 

 

（１）議案名  次世代育成事業の調査・研究・実践 事業計画（案）予算（案）について 

 

（２）事業名  テーマ「子ども体験道場 おのみち寺子屋」   

 

（３）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

        江戸の庶民教育といえば「寺子屋」。１９世紀頃には、教育熱の高まりから、全国津々

浦々で寺子屋教育が行われてきました。明治時代の政府の調査によると、全国に15,000の

寺子屋が記録され現在の小学校数は23,000あまりですので、寺子屋の充実ぶりは引けをと

りません。 

        寺子屋と現在の学校の教育の違いは、読み、書き、そろばん……など生きていく上で、

必要な実用的な知識を身につけるところが寺子屋であり、将来、専門的教育や職業を受け

るときに必要な体系的な教育的知識・社会的知識を身につけるところ現在の学校教育です。 

        尾道には歴史的に有名なお寺が数々ある中で、地元地域の子供達が身近で、非日常的な

生きていく為の基本教育（礼儀作法等）「寺子屋」を経験する事により、お寺と地域住民

との距離が近くなり、感受性豊な少年時代に、よりよい人間になる為のしっかりとした原

理原則と考え方を伝えられ、人間的魅力あふれる少年たちに育って頂く事が人創りにつな

がり、人創りが地域・町創りとなっていくと思います。 

ｂ．（対内） 

   

 

（４）事業内容 

        ａ．実施日時 ２０１１年 ８月２６日（金）～ ８月２７日（土） 

        ｂ．場  所 尾道市内 西国寺・千光寺近辺 

        ｃ．予算総額  ￥３９０，０００.-（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部 ２３名     外部 ４７名     計７０名 

（外部内訳：参加小学生４０名 尾道大学７名） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 尾道大学生 ７名 

        ｇ．実施組織・推進リーダー  平林 遵 

        ｈ．実施手順・プログラム 

           2011年４月 ２６日     第５回正副理事長会議 協議 

              ５月  ９日      第５回理事会     協議 

              ５月  未定      第６回正副理事長会議 審議 

              ６月 未定      第６回理事会     審議 

              ６月 １５日     募集チラシ配布 

              ６月 ３０日     募集締切 

              ７月 初旬      事前説明会 

              ８月 ２６日２７日  実施 
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（５）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

    参加募集については、もともと寺子屋は地元地域の小学生生徒が教育の場所として利用して

いたという事と、お寺と地元庶民がより今以上に身近な存在になって頂きたいので、この度の

募集学校は研修場所地域に絞って、久保小学校・長江小学校・土堂小学校とさせて頂きます。 

    この度の外部協力者は、地元尾道大学の将来教育の世界を目指している7名の現役生徒の協

力を頂きます。参加生徒を6.7人のグループを7チーム作り、各チームに一人づつ指導者として

教育者として動いて頂きます。子供たちと一緒に学ぶことにより今後を担う大学生にとっても

貴重な経験になると思います。 

    地元をクリーンにし、写経・にぎり仏を作り・座禅をすることにより集中力を高め、忍耐力

を創り、清浄心を養い事の大事さを経験し、皆でお寺に泊まる非日常的な環境で、礼儀作法を

経験し自分にまつわる全ての方々に感謝の心を養っていただけると思います。 

    楽しみ、学び、癒しの場として寺院がまちに生かされるよう、参加者相互の出会いと気づき

と学びの交流の場所として「こころ」の読み方、感じ方を学んで頂きたく思っております。 

 

（６）協議のポイント 

     内容、予算について 

 

 

 

 

 

（７）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（８）他委員会への依頼事項等 

 募集の折、青年会議所メンバーで久保小学校・長江小学校・土堂小学校に通っているお子様が

いましたら、参加して頂ける様ご協力宜しくお願い致します。 

 

 

（９）添付資料 

事業収支予算書  （案） 

収支予算明細書  （案） 

募集要項     （回覧） 

地図       （参考資料） 

タイムスケジュール（案） 

写真       （回覧） 

 

理事会（理事予定者会議）    ２０１１年 ５月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 132,002 250,000 -117,998
登 録 料 収 入 117,000 140,000 -23,000
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 30,000 30,000
募 金 収 入 0

279,002 390,000 -110,998

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 61,600 46,000 15,600
設 営 費 支 出 91,017 101,800 -10,783
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 152,617 147,800 4,817
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 60,000 -60,000
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 61,118 50,000 11,118
旅 費 交 通 費 支 出 51,220 51,220

小　計 112,338 110,000 2,338
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 35,000 -35,000
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 35,000 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 430 18,000 -17,570
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 430 18,000 -17,570
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 450 4,110 -3,660

小　計 450 4,110 -3,660
通 信 費 支 出 1,185 1,185
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 7,320 5,000 2,320

小　計 8,505 5,000 3,505
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 4,662 12,000 -7,338
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 58,090 -58,090
279,002 390,000 -78,336

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

テーマ　「子ども体験道場　おのみち寺子屋」

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考
事業費繰入収入 事業予備費繰入収入 250,000

登録料収入 3500円×40人 140,000

390,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考
会場設営費支出会場費支出 宿泊他 20,000 西国寺

写経 20,000 千光寺

銭湯（子供150円×40名） 6,000 夢家

設営費支出 にぎり仏（1000円×47名） 47,000 持光寺

布団 54,800 Ｒ＆Ｒ

147,800
報告書作成費支出 作成費支出 アルバム（ＤＶＤ） 5,000

5,000

企画演出費支出演出費支出 食費 60,000 やすもと

Ｔシャツ作成 50,000 桃谷呉服店

110,000

講師関係費支出諸謝金支出 35,000 大山寺

35,000

広報費支出 作成費支出 募集要項（600部） 18,000 尾道塩干

18,000

資料作成費支出作成費支出 4,110 事務局

4,110
参 加 記 念 品代 支出

保 険 料 支 出 国内旅行傷害保険 12,000 ラブワン
通 信 費 支 出

販 売 物 品 仕入 支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 58,090
390,000

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

合　　計　　

収支予算明細書（案）

　テーマ　「子ども体験道場　おのみち寺子屋」

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　
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日時　　2011年8月26日（金）　12：30　～　8月27日（土）　13：00

場所　　尾道市内　（西国寺、千光寺、持光寺　他）

８月２６日（金）

  　１２：３０　　　　西國寺　持佛堂　集合・受付

 　 １３：００　　　　西國寺での説明

　  １３：１０　　　　尾道市内探索・尾道クリーン作戦出発

　　１４：００　　　　千光寺（写経＆休憩）

　　１６：３０　　　　　銭湯（夢家）

　　１７：４５　　　　西國寺帰山

　　１８：００　　　　夕食（カレー）

　　１９：１５　　　　満灯結集

　　１９：４５　　　　自由時間

　　２０：４５　　　　就寝

８月２７日（土）

　　　６：００　　　　起床

　　　６：３０　　　　ラジオ体操

　　　６：４５　　　　朝礼・境内掃除

　　　７：３０　　　　朝食（おかゆ・お茶）

　　　８：００　　　　座禅体験

　　　８：４０　　　　わらぞうり作り体験

　　１１：００　　　　寺子屋体験　感想文

　　１３：００　　　　閉会式　修了証書授与・記念撮影　　解散

子ども体験道場　おのみち寺子屋　タイムスケジュール（案）

       　　　　　　　　 西國寺→大山寺・御袖天満宮（通過）→

　　　　　　　　　　　　艮神社（通過）

　　１５：１５　　　　持光寺（にぎり仏）

  　１２：４５　　　　開会式・スケジュール説明・注意事項説明

　　１１：４５　　　　昼食（流しそうめん）
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